
- 1 -

平成29年６月定例会 総務委員会（事前）

平成29年６月12日（月）

〔委員会の概要 公安委員会関係〕

井川委員長

ただいまから，総務委員会を開会いたします。（10時36分）

直ちに，議事に入ります。

これより，当委員会の閉会中継続調査事件を議題といたします。

まず，公安委員会関係の調査を行います。

この際，公安委員会関係の６月定例会提出予定議案等について，理事者側から説明を願

うとともに，報告事項があれば，これを受けることにいたします。

【提出予定議案等】（資料①）

○ 議案第21号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解について

○ 報告第１号 平成28年度徳島県繰越明許費繰越計算書について

○ 報告第８号 損害賠償（交通事故）の額の決定及び和解に係る専決処分の報告につ

いて

【報告事項】

な し

鈴木警察本部長

私からは，現下の治安情勢と本年の主要施策の推進状況について御報告いたします。

まず，昨年の県内の治安情勢については，刑法犯認知件数は，戦後初めて4,000件を切

り，過去最多であった平成15年の約３割まで減少したほか，人身交通事故の発生件数も

12年連続で減少するなど，数値上の治安は改善基調にあります。

その一方で，交通事故死者数の約８割を高齢者が占めたほか，特殊詐欺被害など，超高

齢社会に伴う様々な治安事象が発生しております。

また，ストーカーやＤＶなどの人身安全関連事案の認知件数が，高い水準で推移してい

るほか，サイバー犯罪への対応や南海トラフ地震等大規模災害にも備える必要があるな

ど，本県の治安情勢は，依然として予断を許さない状況にあります。

それでは，主要施策の推進状況について御説明いたします。

第１は，身近な犯罪の徹底抑止であります。

本年５月末現在の刑法犯認知件数は1,450件と，前年同期と比較して199件，12.1％減少

しております。引き続き，この減少基調が確かなものとなるよう，犯罪発生状況の分析に

基づく街頭活動，フェイスブック等，ソーシャル・ネットワーキング・サービスを利用し

た情報発信など，地域の情勢に即した犯罪抑止対策を推進してまいります。

特に，子供の通学路等における犯罪や前兆事案に対しては，先制・予防的活動を推進す

るほか，人身安全関連事案については，本年１月に施行された改正ストーカー規制法をは

じめとする関係法令を的確に適用し，被害者等の安全確保を徹底してまいります。
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次に，振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺についてであります。

昨年は，認知件数，被害総額ともに前年比で減少し，検挙件数は過去最多を記録したと

ころであります。

一方，本年については，被害総額は５月末現在，約4,300万円，前年同期比マイナス約

2,500万円となっておりますが，依然として高齢者を中心に高額な被害が発生しているほ

か，インターネット上の有料サイトの未納料金等を名目に支払を請求する，架空請求詐欺

被害が若い世代も含めて拡大するなど，被害件数については32件と昨年同期と比較して

12件増加しております。

このような情勢を踏まえ，先般，県内の金融機関の御協力により，高齢者によるＡＴＭ

機からの振込利用額を一定額に制限するシステムを導入したところであります。

また，本年５月には，銀行員や大手金塊販売会社の社員をかたり高齢女性に金塊を購入

させてだまし取るという，新たな手口での詐欺事件を認知し，直ちに「だまされた振り作

戦」により，被疑者を検挙したところでもあり，引き続き被害の未然防止と検挙の両輪で

対策を強化してまいります。

第２は，重要犯罪等の徹底検挙であります。

昨年の殺人，強盗などの重要犯罪の検挙率は97.6％，空き巣などの重要窃盗犯の検挙率

も92.8％と，それぞれ高水準の結果を得たところであります。

本年５月末現在の重要犯罪についても，検挙率94.4％という状況で，本年に入り発生し

た，鳴門市大津町のコンビニエンスストアにおける強盗予備事件，三好市の養護老人ホー

ムにおける放火事件などの凶悪事件はもとより，土地改良区理事長と建設会社役員による

贈収賄事件，外国人が無許可で廃棄物を収集・処分していたヤード事件等も検挙したとこ

ろであります。

次に，暴力団対策については，六代目山口組の分裂以降，対立抗争集中取締本部を設置

しているところでありますが，神戸山口組内部における対立が表面化していることから，

その動向に対する情報収集を強化し，引き続き暴力団の壊滅・弱体化に向けた取組を推進

してまいります。

なお，昨年，取調べの録音・録画制度の創設等を内容とする刑事訴訟法等の一部を改正

する法律が成立したところであり，これら新たな刑事司法制度の適正な運用が図れるよ

う，所要の準備を進めてまいります。

第３は，交通死亡事故の徹底防止であります。

昨日現在の交通事故死者数は13人と前年同期と比較して16人減少しており，死者数の減

少率は全国２位という状況にあります。しかしながら，事故死者数の約４割が高齢者であ

ることから，引き続き高齢者の事故防止対策を最重要課題と位置付け，障がい者，子供を

含めた交通弱者の安全対策を推進してまいります。

特に，高齢運転者対策については，大学，病院等と連携し，ドライブレコーダーを活用

した高齢ドライバー安全運転支援ネットワークを設立したほか，自動車学校と連携したシ

ルバードライバー自己診断講習会，安全運転支援システム自動車の体験乗車会等を開催し

ているところであり，運転に不安のある方の免許返納を行いやすくする環境整備も含め，

各種施策を推進してまいります。

また，県警察では，本年を交通マナーアップ元年と位置付けているところであり，横断
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歩道における歩行者の安全確保など身近な交通ルールの徹底や交通マナーの向上を図るな

ど，県民の交通安全意識の高揚に向けた総合的な対策を推進し，悲惨な交通事故を１件で

も減少させるよう，引き続き努力してまいります。

第４は，大規模災害等への徹底対処であります。

県警察においては，大規模災害等緊急事態への対処能力の向上を図るため，５月21日，

徳島市内の吉野川河川敷で実施された吉野川・那賀川合同総合水防演習に参加したところ

であります。甚大な被害が想定される南海トラフ地震はもとより，中央構造線・活断層地

震や近年増加している豪雨災害など，あらゆる自然災害に対し，迅速かつ的確な対処がで

きるよう，引き続き活動拠点の整備・機能強化を計画的に進めるとともに，初動対応訓練

や装備資機材の習熟訓練，自治体や関係機関と連携した災害警備訓練を実施し，対処能力

の向上に努めてまいります。

また，世界各地で発生している国際テロについては，その脅威が正に現実のものとなっ

ている情勢にあって，県警察においては，今春，本部警備部に外事・国際テロリズム対策

室を新設したところであり，テロの未然防止やサイバー攻撃等への対処等に鋭意取り組ん

でまいります。

第５は，組織基盤の徹底強化であります。

県警察では，第一線で日々，事件・事故に対じしている職員が本来業務に集中できる環

境を整え，その能力を最大限発揮できるよう，徹底した業務の合理化・効率化はもとよ

り，ワーク・ライフ・バランスに配意した働き方改革に取り組んでおります。

また，今春，県警察本部に警察署再編整備等総合計画推進室を発足させ，警務課長を室

長，拠点整備課長を統括推進官に任命するなど，本年３月に策定・公表した総合計画を実

現するための体制を整えたところであり，引き続き組織一丸となって，計画の実現に向け

た取組を加速させてまいります。

なお，徳島東警察署の新庁舎整備事業については，ＰＦＩ事業として，６月６日に入札

公告を実施し，事業者の募集を開始したところであり，引き続き早期整備に向けて着実に

事業を進めてまいります。

以上，県警察が取り組む本年の主要施策について，御説明いたしました。

委員各位の，御理解，御協力を賜りますよう，よろしくお願い申し上げます。

樫山首席監察官

私のほうからは，まず，交通事故に係る損害賠償の額の決定及び和解についての議案に

ついて説明させていただきます。

お手元の総務委員会説明資料１ページを御覧ください。

この議案は，平成27年８月22日に発生した阿波吉野川警察署の交通事故について，相手

方への損害賠償の額を決定し，和解しようとするものでございます。

本件事故につきましては，信号機がない左方の見通しの悪い交差点において，北方から

南方へ徐行を怠り進行した当方公用車と，一時停止規制があるのに一時停止を怠り東方か

ら西方に進行した相手方原付車が，出会い頭に衝突したもので，当方車両の左後部ドア付

近と相手方原付車の前部が接触し，原付車は転倒したものであります。

この事故により，原付車を運転していた女性は，頭部を強打し，一時意識不明の重体と
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なりましたが，病院での治療により一命を取りとめ，後日，意識は回復いたしました。し

かし，残念ながら平成28年４月19日に，既往症が原因でお亡くなりになっております。そ

こで，本件議案は，相手方女性の法定相続人２名と本件事故についての和解を行おうとす

るものでございます。

損害賠償の額につきましては，相手方女性は死亡以前，自賠責法で定める介護を要する

後遺障がいの第１級に該当しておりましたので，その人的損害に係る損害額を，自賠責保

険の基準をベースとして3,222万7,544円と算出したものであります。

本件交通事故については，損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分の上限額であり

ます3,000万円を超過したことから，地方自治法第96条第１項第12号及び第13号の規定に

より，議会での御承認を頂く必要がありますので，提案させていただくものであります。

御承認方，よろしくお願いします。

続きまして，損害賠償の額の決定及び和解に係る専決処分について，御報告させていた

だきます。

交通事故が５件でございます。

お手元の総務委員会説明資料３ページを御覧ください。

１件目は，平成28年10月25日，三好警察署員の運転するパトカーが，追跡に気づいて急

停止した相手方車両に追突した人身事故でございまして，県の賠償金額を60万5,491円と

決定し，和解いたしました。

２件目は，平成28年12月２日，刑事部捜査第２課員の運転する捜査用車両が，片側２車

線道路の第２通行帯を走行中，路外駐車場から第１通行帯を超えて第２通行帯に左折進入

してきた相手方車両と衝突した物損事故でございまして，県の賠償金額を２万4,000円と

決定し，和解いたしました。

３件目は，平成29年２月１日，徳島東警察署員の運転するパトカーが，駐車違反取締り

中，相手方家屋玄関先の階段に衝突した物損事故でございまして，県の賠償金額を13万

338円と決定し，和解いたしました。

４件目は，平成29年２月９日，徳島北警察署員の運転するパトカーが，当て逃げ事件捜

査のため，路外駐車場から県道に進入した際，直進してきた相手方車両と衝突した物損事

故でございまして，県の賠償金額を56万8,002円と決定し，和解いたしました。

５件目は，平成29年２月17日，交通部交通機動隊員の運転する白バイが，道路交通法違

反である相手方車両を路外の停止場所に誘導していた際，同車両と接触した物損事故でご

ざいまして，県の賠償金額を６万8,368円と決定し，和解いたしました。

専決処分の報告は以上でございますが，職員による交通事故につきましては，絶無を期

すべきものでありまして，県警察が組織を挙げて取り組むべき重要な課題と認識してお

り，各種会議などでの指示を含め，実践的な指導教養を実施しているところでございま

す。

今後とも，交通事故防止のための指導教養や各種施策を推進するとともに，警察職員と

しての自覚と責任感を持った冷静沈着な運転が行われますよう，事故防止に向けた取組を

反復，継続してまいりたいと考えております。

尾田警務部理事官
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私からは，平成28年度繰越明許費繰越計算書について，御説明いたします。

お手元の総務委員会説明資料の２ページを御覧ください。

平成29年度への繰越事業につきましては，警察署整備事業費の7,920万5,000円でござい

ます。

これは，美馬警察署つるぎ庁舎耐震改修整備等に要する経費を繰越ししたものでござい

ます。

以上，平成28年度繰越明許費繰越計算書について，御説明を申し上げました。

御審議のほど，よろしくお願いいたします。

井川委員長

以上で説明等は終わりました。

これより質疑に入りますが，事前委員会の質疑につきましては，提出予定議案に関連す

る質疑及び緊急を要する案件とする申合せがなされておりますので，御協力をよろしくお

願いいたします。

また，質疑時間につきまして，委員一人当たり，一日につき答弁を含めおおむね40分と

し，委員全員が質疑を終わって，なお時間がある場合又は重要案件については，委員長の

判断で弾力的な運用を行うこととする申合せがなされておりますので，議事進行につき御

配意のほど，よろしくお願いいたします。

それでは，質疑をどうぞ。

川端委員

私からは，先ほど樫山首席監察官のほうから報告がありました，警察官による事故につ

いて，特にこの中で，賠償額の大きな額のものについてお尋ねしたいと思います。

先ほども説明していただきましたけれども，阿波吉野川署の副署長の立場の方が，公務

中ということで，大変な高額の賠償事案というふうなことです。

まず，本来，副署長というのは管内で，いわゆる警察官の指導に当たっているわけであ

りますけれども，この日は公用車に乗って出掛けていたという話ですが，どんな用で出掛

けていたのか，お聞きしたいと思います。

樫山首席監察官

事故当時，副署長は，阿波市役所で開催されておりました納涼祭の雑踏警備の副責任者

として，警備に従事する警察官を指揮するため，自ら運転して現地に赴いていたものでご

ざいます。

当該事故につきましては，阿波吉野川警察署阿波庁舎へ帰庁する途中で起きたものでご

ざいます。

川端委員

責任者が署を離れて，行くということは度々あることなんですか。

樫山首席監察官
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副署長であっても，必要性に応じまして，日常的に自ら公用車を運転して業務を行うこ

とはございます。

川端委員

このときの公用車というのは，パトカーですか。

樫山首席監察官

その車両につきましては，覆面車両となります。

川端委員

副署長という大変責任の重い立場の方が，加害者か被害者かどうかは分かりませんけれ

ども，交通事故を起こしたということで，これは，あってはならんことだなというふうに

思います。

そこで，過失の割合というのはわかりませんけれども，どんな状況の中で，どういう事

故だったかを少し教えてくれませんか。

樫山首席監察官

先ほど御説明しましたとおり，信号機のない左方の見通しの悪い交差点におきまして，

北方から南方へ徐行を怠り進行した当方の公用車と，一時停止規制があるのに，一時停止

を怠り，東方から西方に進行した相手方原付車が出会い頭に衝突したもので，当方車両の

左後部ドア付近と，相手方原付車の前部が接触して，原付車が転倒したものでございま

す。

川端委員

今の話を聞くと，両方，少し落ち度があるのかなというふうな感じがします。副署長さ

んのほうは，一旦停止せずにということですね。だから，左右の確認もしないということ

で，そこへやって来たオートバイかスクーターかがパトカーの後ろに当たったということ

でよろしいですか。

樫山首席監察官

委員から御指摘のとおりでございます。ただ，本車のほうは，一時停止の規制がない部

分になっておりまして，原付車のみ一時停止規制がかかっているということです。

川端委員

ということは，過失の割合からすれば，相手方の過失のほうが大きいということでござ

いますね。副署長には，いわゆる過失なしということでいいんですか。

樫山首席監察官

過失割合につきましては，保険会社のほうで過失認定をしておりますけれども，事故の

形態などから総合的に判断しまして，当方が35％，相手方が65％と承知しております。
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川端委員

そうなりますと，副署長のほうも何らかの処分がなされるということだと思いますけれ

ども，どのような処分がされたんですか。

樫山首席監察官

この事故につきましては，県警察では，必要な捜査を行い，検察庁のほうに送致し，罰

金30万円の略式命令を受けております。

また，行政処分としては，60日間の免許の停止処分を受けたと承知しております。

川端委員

この度，賠償額が大変大きい3,200万円以上になっていますよね。これの算定方法につ

いては，どうなっているんでしょうか。

樫山首席監察官

賠償金3,222万7,544円の内訳といたしましては，保険会社におきまして，傷害による損

害として，入院雑費などが132万9,561円。後遺障がいによる損害として，慰謝料などが

2,874万円。健康保険の求償に対する当方責任負担分として215万7,983円と算出されたも

のでございます。

また，この内，自賠責保険が2,994万円。任意保険が228万7,544円となっております。

川端委員

今，賠償額について御報告いただきましたけれども，非常に高額な金額でございます。

相手がその後，どんな転帰をとられたのかというのは分かりませんけれども，約３年くら

い前の事故ですね。その間，恐らく入院されていたと思いますけれど，この方の転帰とい

うのはどういう状況ですか。既に亡くなられていますが，そのあたりについてはどうで

しょうか。

樫山首席監察官

今回，和解まで長期間が要しておりますけれども，これにつきましては，本件事故と死

亡との因果関係の解明を慎重に行ったことや，相手方の保険請求手続の遅延があったこと

から，和解までに相当期間を要しております。

川端委員

この賠償については，よく分かりましたけれども，警察の幹部が起こした事故に対し

て，被害者であっても加害者であってもやはり，あってはならないというふうなことで，

これからも十分に気を付けていただきたい。相手の命がなくなったということを考えます

と，やはり警察として反省すべき点もあるのではないかと思いますが，今後の取組につい

て，どのように考えておられますか。
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樫山首席監察官

県民に交通事故防止を訴える立場にある警察職員による交通事故の絶無はもとより，県

警察が組織を挙げて取り組むべき重要な課題と認識をしております。

県警察においては，警察署長会議や本部部課長会議などにおきまして，職員による交通

事故防止に関する指示を行っているほか，本部内の所属長による警察署への現地巡回指導

などを繰り返し実施しているところでございます。

また，各所属においても，体験型訓練を実施するなど，諸般の対策に取り組んでおりま

す。

特に，本件交通事故につきましては，幹部職員が当事者となる事故であったことなどか

ら，本年に入りまして，首席監察官による各署及び本部内各所属に対する巡回指導を再度

実施し，交通事故の絶無を改めて指示したところでございます。

今後とも，幹部を含む全ての警察職員に対して，指導教養を徹底するとともに，警察職

員としての自覚と責任を持った冷静沈着な運転が行われるよう，事故防止に向けた取組を

更に継続してまいる所存でございます。

山西委員

県警察で進められております，警察署の統合についてお尋ねをしたいと思います。

先般，警察署再編整備等総合計画を策定，公表されたところでございます。さきの２月

議会の付託委員会でも御報告いただいたところでございますが，今回，委員が新しくなっ

ておりますので，改めて統合の背景や目的，また，どのような体制を整備しようとされて

いるのか，そのあたりをお伺いしたいと思います。

岡崎警務課長

警察署統合の背景，目的，体制等でございますが，県警察では，平成26年４月，県下の

警察署の体制を見直し，県西部の小規模署４署を２署に統合し，抑止と検挙の両面で一定

の成果を上げているところであります。

しかし，県内には小規模署が複数あり，これら警察署は，夜間・休日の体制がぜい弱

で，治安対策はもとより，組織運営においても多くの課題を抱えているところでありま

す。

そのほか，徳島市及びその周辺地域は，管内人口の増加や大規模店舗の出店などによ

り，管内の治安情勢が大きく変化しておりまして，これまで，これらの地域を管轄する警

察署には可能な限り警察官を増員配置してきたものの，各種事案に対し，なおも対応し難

い状況が生じています。

そこで，限られた人的資源の中で，これら警察署が抱える課題の解決と管内治安の一層

の維持向上を図るため，警察署の統合による組織の集約を図る一方，機能の分散にも配慮

し，組織体制の見直しを行うものであります。

来春の徳島北署と板野署，徳島西署と石井署の統合では，徳島北署と徳島西署に本署機

能を集約するものの，板野署庁舎を広域防災センターとして，災害時の救出救助部隊であ

る四国管区機動隊の移転配置などにより，県下全域の広域災害対策を強化するほか，県本

部の機動捜査隊を移転配置して，広域的な初動捜査体制の強化を図ることとしておりま
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す。

また，石井署庁舎をパトロール活動の拠点として，県本部の広域自動車警ら隊と鉄道警

察隊を移転配置し，広域パトロール活動及び初動捜査体制の強化を図ることとしておりま

す。

なお，平成32年度をめどに統合する予定の阿南署と那賀署の体制については，引き続き

検討していくこととしております。

山西委員

名称についてお尋ねをしたいと思いますが，県西部４署の統合では，阿波署と吉野川署

が統合になり阿波吉野川署となりました。警察署の名称を決めるに当たって，何か基準が

あるのかどうか，その点についてお伺いしたいと思います。

岡崎警務課長

警察署の名称基準でございますが，これは警察法施行令に，「管轄区域内の主要な市区

町村の名称を冠すること。ただし，管轄区域内に二つ以上の重要な市区町村があり，いず

れか一方の名称により難い場合には，市区町村の名称に代えて，郡若しくは部落の名称又

は市区町村の名称の下に方位を示す呼称を冠するなどの方法を妨げない」と規定されてい

るところであります。

山西委員

徳島北署と板野署，徳島西署と石井署，それぞれ統合がされるわけでございますが，統

合後の警察署の名称について，地元の議会や，また住民の方々からどのような要望が寄せ

られているのか，そのあたりについてお伺いをしたいと思います。

岡崎警務課長

平成30年に予定しております統合署の名称については，様々な御意見等がある中で，板

野や名西という，管轄区域内の郡及び市の名称を冠する警察署名にしてほしいとの要望

を，関係する町議会や関係団体から多数頂いているところであります。

山西委員

以前，板野選挙区から選出されております眞貝議員も，是非，地域の名前，地域の方々

が親しみやすい名前を残すべきだとの趣旨で，議会や委員会でも発言をされております

し，私も地元でございますので，やはり，名西とか石井とか，そういう名称を残していた

だきたいと思います。私の提案ですが，徳島名西署とか，徳島板野署にしていただけれ

ば，地域の方々にも親しみやすくて極めてわかりやすい名称になろうかと考えておりま

す。その点について，お伺いをしたいと思います。

それと，今後どのような手続，スケジュールでこの名称決定に向けて進んでいくのか，

そのあたりをお聞かせいただきたいと思います。

岡崎警務課長
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名称等でございますが，県警察と致しましては，板野や名西という名称を冠する警察署

にしてほしい等の要望を踏まえることとしております。委員の御指摘のあったとおりでご

ざいます。

今後，約１か月間にわたり，名称に係るパブリックコメントを実施しまして，広く県民

から御意見・御要望を頂き，９月定例会には警察署の名称などを定めた，警察署の名称，

位置及び管轄区域に冠する条例の改正案を上程したいと考えているところであります。

山西委員

是非，ストレートに，やはり地域の名前を名称にしていただきたいというふうに思いま

すし，統合に当たっては，引き続き，地元の皆様方に丁寧に説明をしていただいて，統合

後の不安解消にこれからも努めていただきたいということを申し上げて，私からの質問を

終わらせていただきます。

西沢委員

最近，徳島市内を歩いていると気になることがよくありまして，それを調べてみたりは

してるんですけども，例えば，県庁前の国道の横断歩道の青色の点灯時間が，私のスピー

ドで歩いていて余裕がないなと。例えば，高齢者や障がい者だったり，足の悪い方でス

ピードの遅い人はどうなんだろうという思いの中で，あちこち横断歩道の信号の時間を気

になって調べてみたりしていました。

これから，オリンピック・パラリンピックと，全世界から人が集まってきて，そういう

所にも気を配るような，仮に，歩くのが遅い人が時間が足らないということがあれば，ど

うにかしないといけない。それが障がい者や高齢者に優しい交通対策ということにもつな

がっていくのかなと，そういうことをいつも考えているんですね。

所によったら，押しボタンを押せば横断時間が延長する所もあります。特に国道なんか

は，やりにくいのは分かります。だから，横断の時間というのは，延ばすことができるの

かというふうなことを思ったりもしますけど，そういう思いの中で質問させてもらいま

す。

まず，歩行者信号の青色信号の時間は，どのように設定しているのか。設定する基準と

いうのはあるのかどうか。

山上交通企画課長

歩行者用の信号機の青色時間につきましては，全国的な統一基準は設けられておりませ

んが，地域の交通環境，道路の幅員等を勘案しながら，歩行者が安全に渡れる時間を設定

して運用しております。

西沢委員

例えば，徳島県だったら，どれくらい幅があるのか。スピード，分速幾らとかいうよう

なことは徳島県庁の中でも決めていないのか。場所によって決めているのか。

山上交通企画課長
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高齢歩行者の歩行速度につきましては，秒速0.8メートルから1.4メートルといった文献

等もございます。そういった範囲の中で，また高齢歩行者の多く渡る道路，道路の幅員等

を考えながら，個別に設定しているということでございます。

西沢委員

ある論文では，全盲者の歩行速度は秒速0.81メートル。時速に直しましたら，時速

2.9キロメートル。３キロメートルぐらいの時速で渡れるんですかね。この論文そのもの

がよく分からないんですけどね。

例えば，私だったら１秒間１メートル。ということは，時速3.6キロメートル。時速３

から４キロメートルというのが普通じゃないかと思います。それに対して，全盲者の方

は，論文によると秒速0.8メートル。ということは，2.9キロメートル。よく分からないで

すね。

だから，全国的にこういうのを取決めした規定がないと。当然ながら，その場所場所に

よって変えていく，検討していくというのが当たり前でしょうけど，もっと言ったら，全

盲の方はこれくらいとか，こんな障がいだったらこれくらいとかいう元々の基準がないか

ら決めようがないと。基準がないものは勝手にと言うか，自分らが考えながらするしかな

いということですよね。

そういう流れの中で，やはり車社会。車が中心の考え方が大分入ってきているのではな

いか。これから高齢者が多くなってくる，パラリンピックがあって障がい者の移動のこと

が問題になってくるという中で，どうにかならんのかと。もっといい方法はないのかと。

ということを検討してもいいのかなと。

例えば，白色ボタン，横断歩道の延長ボタンですね。これは全県に幾つ，市内で幾つぐ

らいあるんですか。

山上交通企画課長

委員から御質問の白色押しボタン信号とは，押しボタンの操作によりまして，歩行者用

の青色時間が延長する機能を有する高齢者等感応信号機のことでございます。

白色押しボタンを押すことによりまして，歩行者用の青色時間が通常より約40％延長さ

れ，高齢者等が安全に横断できるように配慮されております。

県内の設置数につきましては，平成28年度末現在で，75か所となっております。

西沢委員

ある所で調べてみたら，横断する時間が大体，時速2.5キロメートルで，ボタンを押す

と時速２キロメートル。２キロメートルが長くしているかどうかは，当然ながら，その障

がい者によりますが，それにしても２キロメートルというのは，まだまだ配慮が難しい。

私が調べた所は，そんなに交通量が激しいような所ではない。当然，場所場所で検討する

しかないにしても，もう少し再考することも可能ではないか，そういう所もあるのではな

いかというふうに思います。

県警としては，こういうバリアフリー化の設置について，今，総合的な施策はどんなこ

とをやっていますか。
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山上交通企画課長

交通安全施設整備に関するバリアフリー化につきまして，少し説明させていただきます

と，バリアフリー化とは，見やすさと分かりやすさ，安全性などに配慮した高齢者に優し

い交通安全施設等の整備のことでございます。

警察が推進した主なバリアフリー化といたしましては，先ほど御説明をいたしました高

齢者等感応信号機。標識版の大型化，光の反射率の向上，自ら光る機能等の付加等により

昼夜を問わず見やすくした道路標識。視覚障がい者用の信号機，いわゆる音響信号機等を

整備しております。

自ら光る機能を有する道路標識につきましては，495本。高齢者等の感応信号機につき

ましては，先ほど説明のとおり，75か所。視覚障がい者用信号機につきましては，158機

を整備しております。

西沢委員

高齢者等の感応信号機，白色延長ボタンと音響信号機の横断歩道を地図でおさえても

らったんですけど，これを見るとやはり，11号と55号とか192号，国道のほうには延長ボ

タンはないですね。

だから，それだけ交通量の激しい所は延長はしにくいと。当然ながら信号は，関連して

続いていますので，ここだけ延長すると全部絡んでくると。これは分かるんですが，さっ

きも言いましたけど，いろんな配慮が必要で，例えば交通量が少なくなった日中とか，そ

んなときには10秒か15秒くらい全体的に国道を横断する時間を延ばすとか，そこだけとい

うのは無理だけど，全体的にできる時間帯もあるのではないのかなと。

それから，徳島県には，設備的にいいものがあります。交通管制センターで，いろいろ

と時間とか調整できますよね。そういう中では，もっと高齢者，障がい者に優しいやり方

というのは検討できる可能性もあるのではないかと思います。

本部長に総合的にお聞きしたいのですが，高齢者等に優しい交通安全施設の整備を進め

るに当たって，全国に発信できるような，これが徳島県だぞ，こんなことやっているんだ

ぞという，高齢者・障がい者に優しい街づくり，交通の在り方というのを一度ゼロから検

討して，できるものはやってほしいなと思いますがいかがですか。

鈴木警察本部長

警察では，高齢者に優しい交通環境づくりとして，ソフト・ハード，この両面から取組

を現在，推進しております。

まず，ソフト面といたしましては，運転者の意識を車中心の考え方から歩行者優先に変

えるよう，本年を交通マナーアップ元年と位置付けまして，横断歩行者の保護，歩行者優

先の徹底を図るための取組を推進しているところでございます。

ハード面としても，見やすさ，分かりやすさ，安全性などに配慮した交通安全施設の整

備を推進することとしております。

今後も，道路管理者等の関係機関との連携を深化させ，また，必要な予算確保に努めつ

つ，高齢者等に優しい交通安全施設等の整備に努力してまいります。
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西沢委員

よろしくお願いいたします。徳島県でこんなことやっているぞと，目立つような対策を

練っていただきたい。

それから，これは警察そのものに絡んでいるかどうは分かりませんけど，この前，徳島

新聞の読者の手紙の欄に「歩行者環境を新しい発想で」というのが載っていましたので，

ちょっと読ませていただきます。

「歩行者環境を新しい発想で」ということで，「徳島は交通機関が不便なので，車社会

だし，糖尿病死亡率も全国トップクラスである」と載っていて，いろいろと提案していま

す。「歩いて気が付くのは，休憩をするベンチや椅子が余りにもなさすぎる」という現状

で，「歩道の中にベンチを設置したらどうですか」と。例えば，植え込み。「高齢者が美

しく見えるような休憩の場を作ってはどうでしょうか。歩道には立派な植え込みがありま

すが，そこで気軽に休憩ができるような自然石の椅子を設置しては」と書いてあります。

植え込みの所に場所はあると，それをうまく腰が掛けられるような，そういうことをやっ

てみてはどうかというのが載っていました。高齢者に優しい，障がい者に優しい街の中で

は，こんなことも必要ではないかと思いますので，担当の部署と検討してほしいと思いま

す。

最後に，海部病院が立派なものが出来上がり，びっくりしました。ヘリコプター２機が

同時に降りられるような発着場をつくっていただきました。ヘリコプターも10トンとか

12トンの大型がとまります。中の状況を見ますと，非常にゆったりとつくっています。そ

れから，いろいろ勉強するための教室もつくっていまして，通常のときには，かなり空い

ている，スペースがあるなと。でも，災害とかが起こりますと，そこにみんなが避難して

寄ってきます。南海地震なんかが起こりますと，かなり街が水につかってしまいますの

で，みんなが逃げてくると。すごい強い避難場所にはなります。

そこで，牟岐署と牟岐町役場がつかってしまうわけで，牟岐署は高さが４メートルぐら

いで，最低のでも１階はつかる。中規模だと２階もつかるというふうなことで，まず，つ

かるということが大前提で，どこかに代替の場所を構えないといけない中で，警察は，近

くのお寺に代替の場所を構えています。では，構えているからといって，どうですかね。

その場所そのものは，通常は，お寺の泊まる所らしいです。泊まる所に移動をする形です

けれども，そこでいろんな，衛星通信をするとか，非常用電源をどうするかとか，いろい

ろ持ち込んだりもするんでしょうけど，いろんな意味で施設的には何もない所ですから，

しづらい面もあるんではないかなと。牟岐町役場のほうは，少し高台にある牟岐中学校の

ほうに行くみたいです。牟岐中学校は，そういうための設備がないですから，やはりいろ

いろと，やりにくいところも出てくるのかなと。

そういう代替施設のスペースが海部病院にあるのであれば，ない所で対策本部のときだ

けに来るのではなくて，常設的にそこへみんなが寄ってきてやるほうが，ずっと効率的だ

と私は思うんです。海部病院の院長に聞いたらスペースはありますという話でございまし

たから，かなり広いですよね。例えば，避難する人が，少なくなかったら，逆に中学校と

かお寺とかは，いけるわけですからね。そういうことを考えていただいたら，本当にすご

く効率がいい対策本部になるのではないかと思いますけれども，そういうことを検討して



- 14 -

平成29年６月12日（月） 総務委員会（事前）公安委員会

いただけたらと思います。

佐藤警備部長

県警につきましては，大規模災害等を想定いたしまして，海部病院との連携強化に努め

ておるところでございます。この度，新設されました海部病院につきましては，災害医療

の拠点としての位置付けがなされておりまして，災害発生時には，病棟，各部屋について

は，負傷者とか県内外の医療関係者が使用する計画があるということを承知しておりま

す。

県警としましては，人命を最優先とした医療活動を行う海部病院の運営に支障が及ばな

いように，災害発生時における連携等については，十分な注意を払うことが必要と考えて

おります。その上で，牟岐警察署が予定しております代替施設が被災等により使用できな

い状態となり，また，ほかにも方法がないような場合となりましたら緊急時の協力要請と

して，海部病院の借用をお願いすることも当然考えております。

いずれにいたしましても，今後も海部病院とは，南海トラフ地震等との発生に備えた更

なる連携強化を図ってまいりたいと考えておるところでございます。

西沢委員

代替施設そのものが機能性がなかったらいかんですね。災害ですから，いろんなことが

起こってきます。それが何もない所に行くのであれば，いろんな障がいがあるんじゃない

かなと思います。そういう災害でも機能するような設備が，またスペースが本当にあるの

であれば，そちらのほうをメーンにして移動すると。今の牟岐署だったら100％つかりま

す。１階だけつかってもかなり大変ですから，すぐに代替施設へ移動しないといけない。

当然ながら，移転してスペースがちゃんと確保できるかどうかは相談の上でですけど

も，そういうことができるのであれば，検討することは本当に意味のある，価値のあるこ

とと思いますので，是非，検討してほしいと思います。

中山委員

後学のために教えていただきたいのですが，私も車社会の中で，小松島市からここまで

車を運転して，車を運転する機会は結構多いわけでございます。先ほど，川端委員の質問

にありましたように，損害賠償責任の割合，過失の割合が35％ということで，少し驚いて

るわけでございます。

一般的に，自分の考える範ちゅうの中で，自分が普通に安全を注意しながら運転してい

て，一時停止を違反して突っ込んできた。これはないとは思いますが，警察署の副署長と

いう立場を加味されて35％になったのか。また，我々でもやはり同じように35％なのかと

いうこと。それと，仮に二輪車でなくて自動車だったら過失割合がどうなったのか。

これは，保険会社が決めることですから，なかなかその算定方法は難しいと思いますけ

れども，やはり我々もそういうことがいつ起こるかわからないですから，教えていただき

たいと思います。

石川交通部長
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過失割合の問題だと思いますが，確かに運転をしておりまして，交差点はたくさんあり

ます。そのたくさんある交差点で，幹線道路を走っていて横から一時停止を違反した車が

飛び込んできた。それと当たる可能性がある場合に，それだけの過失割合があるんだろう

かというふうに疑問を持たれるのは，ごもっともなことだと思います。

今回のケースは，見通しの悪い交差点というのが大きな題材になります。すなわち，車

の運転手も，例え幹線道路だったとしても，そこは見通しの悪い交差点であれば，道路交

通法上は徐行義務というのが発生します。

しかし，一方では一時停止違反ということで，そういうことを勘案した上で35％という

のを出したのではなかろうかというふうに思っております。

なお，車と原付車で相手が違った場合はどうかというのは，それはそんなに差はないで

すが，原付車は周り180度がよく見える。車は一方で，死角があるといったことも過失割

合には算定基準として出てきます。個々具体的にはそれぞれの事故に応じて算定してきま

すけれども，やはり自分が主の道路を走っていたからといって，全く過失がゼロかという

と，なかなかそういった事故はないということは知っておいてほしいというふうに思いま

す。

中山委員

よく分かりました。自分の，つたない知識の中で，過失はないだろうというふうに思っ

ておりましたので，以後は十分に気を付けて運転したいと思いました。

もう１点，実は今，「文化立県とくしま」というイメージに，非常に悪い事件がマスコ

ミで取り上げられておりまして，何とかそれを払拭していかなければいけないと思ってい

るわけでございます。

週末の土曜日に，徳島県文化の森総合公園に行ってまいりました。そうしたら，野外劇

場のステージで，警察音楽隊が演奏されていて，暑い中，多くの人たちが見ていました。

私もたまたま出くわしたので，見させていただきまして，本当に安定した演奏で，非常に

見入ってる人たちも喜んでいました。その中で，指揮者の方が会場におられる人に，指揮

をしてみないかということで２曲ほど指揮をする機会があって，本当にいろんなイベント

性に富んでいて，喜んで聴いていました。

先ほど，山西委員がおっしゃっていたように，今後，警察署の統合があって，その範囲

がすごく広くなると思う中で，やはり，警察音楽隊の人たちは演奏練習をしなくてはいけ

ないと思います。また，日曜日，土曜日等の休みの日の活動ということもありまして，非

常に勤務が大変になってくるのではないかと思いますけど，その辺のところをどういうふ

うに考えているのか，教えていただきたいと思います。

岡崎警務課長

委員から御指摘のとおり，音楽隊は休日，祭日等の出動も多いわけでございます。隊員

の中には，厳しい勤務をしながら音楽隊活動を行っている者もいるわけでございますが，

当然，ワーク・ライフ・バランスにも取り組んでおりますので，勤務の振替でありますと

か，別の休暇であるといったものを十分与えながら，音楽隊の活動に支障がないように対

処しているところでございます。
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中山委員

何度も申し上げますけど，やはり，県民にとって治安を守るということも大きな警察の

仕事だと思いますが，県民に対して，憩いを与える，安らぎを与えるということも大きな

一つの警察の仕事ではないかと思います。同僚間では，残業残業で，部署部署で，激務で

ある勤務と比較的に楽な勤務がある中で，やっかみ等が発生するのかなと思うんです。や

はり，いらいらしていたら人間ですから，音楽ばかりして何しているんだとかいうふうな

ことも言いかねない。そんなこと思っていなくても，つい言葉に出てしまうということも

あると思うんです。そういうことのないように，それも大事な勤務だということを署内で

徹底していただいて，練習のしやすい環境づくりをして「文化立県とくしま」，「文化の

力でまちおこし」という言葉があるように，今，アンサンブル・セシリアが非常に徳島の

文化のイメージを悪くしております。2020年，文化・スポーツの祭典であるオリンピッ

ク・パラリンピックが開催され，ますます徳島県の文化というものを全国又は世界に発信

していかなくてはいけないときに，そういう心ない人たち，一部の人たちのために，徳島

県のイメージが悪くなっておりますので，是非とも，すばらしい演奏をされる県警音楽隊

の応援をしっかりと本部長はじめ，皆さんにしていただきたいと思います。これはもう要

望でございますので，よろしくお願いします。

井川委員長

先ほども山西委員がおっしゃったんですけど，石井署と徳島西署が合併し，徳島北署と

板野署が合併するということで，いろいろと大変だと思います。徳島東署もこの６月６日

に入札を公示したということで，日常の業務に怠らないようにいろいろと進めていただき

たいと思います。諸説あって，反対派いろいろといらっしゃいますが，私としては，徳島

東署の１日も早い完成を願っておりますので，的確に業務を進めていただきたいと思いま

す。

さきも言い出しておりましたが，山西委員のおっしゃったことで，徳島北署が合併して

名前が変わるかもしれない。また，徳島西署も合併したらどうなるか，これからなんで

しょうけど変わるかもしれない。その中で，東西南北とどこもそんな名前がないのに，徳

島東署だけが残るのというのは寂しいような，変な気がします。徳島駅，県庁，市役所，

裁判所みんなある所の所轄でございます。私としては，徳島東署が一つ取り残されたよう

な感じがするので，何か新しい名称を考えていただきたいんですが，少しお伺いしたいと

思います。

岡崎警務課長

委員長から御指摘のとおり，平成30年４月に警察署の統合に伴い，名称に方位を冠する

警察署が徳島東警察署のみとなる可能性があることから，同署についても名称変更を予定

しているところです。

他県の例を見ますと，県庁所在地を管轄する警察署には「中央」という名称を冠する場

合も多いことから，これらも参考に，県都徳島市の中心部を管轄する警察署として，ふさ

わしい名称にしたいと考えております。



- 17 -

平成29年６月12日（月） 総務委員会（事前）公安委員会

統合署の名称同様，パブリックコメント等を経て，９月定例会に条例の改正案を上程し

たいと考えているところであります。

井川委員長

本当に，中央署だったら格好いいですよね。やはり中心の，徳島県メーンの警察署であ

りますので，十分よく考えて検討していただきたいと思います。

ほかに質疑はございませんか。

（「なし」と言う者あり）

それでは，これをもって質疑を終わります。

以上で，公安委員会関係の調査を終わります。

議事の都合により，休憩いたします。（11時41分）


